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第３学年B組 国語科学習指導案
由利本荘市立由利中学校

１ 単元名 「新聞の社説を比較する」
２ 本時のねらい

・他グループの発表を参考にして，各記事の特徴とその効果を比べようとしている。
（関心・意欲・態度）

・各記事の特徴やその効果について評価することができる。 （読むこと）
３ 学習過程（５／７）

学習活動と予想される反応 学習への支援と評価

課 １ 課題を把握する。 ○３社の社説を比較し，筆者（新聞社）の意図や，
題 あなたが編集長ならどの記事を社説と 内容の特徴，語句や表現の特徴を評価するために，
確 して採用しますか。 「自分が編集長なら，どの記事を採用するか」と
認 いう課題を設定して活動内容を明確にする。

課 ２ 課題を追究する。
題 ①各グループの発表を聞きながら，それぞれ ○各記事の特徴とその効果とを併せて述べること
追 の記事の特徴と効果について考える。 で，筆者（新聞社）の意図と表現の特徴とを関わ
究 ・「Ａ」紙面の大半が鶏肉の話題。詳細な らせて考えることができるようにする。

記述。→事件の詳細をわかりやす ○他の発表はメモをとりながら聞くことを習慣づけ
く知らせる。 ていく。
婉曲な表現→語調が柔らかく読み
やすい。読者に考えさせる文体。

・「Ｂ」情報の多様性。数値の明示。断定
表現。漢語の使用。→厳しい対応
の要求。強い怒り。

・「Ｃ」国際的な話題，表現。鶏肉事件か
ら今後のあり方を提案。→視野の
広さ。具体的な対策の提案。

② 感想や質問をメモする。 ○自他の意見を比較しながら感想や質問を考えるよ
・自他の意見を関わらせて感想や質問を考 うにする。
えている。 ○共感する点，初めて気づいた点等，簡単であって

・感想をもつことができない。 も必ず感想を準備できるようにする

③各グループに対する感想や質問を述べる。 ○３つの記事を比較してそれぞれの特徴をつかむた
・「Ａ」や「Ｃ」が日本政府や国際的な対 めに，全ての発表が終わった時点での感想・質問
策も必要だと述べているのに対し，「Ｂ」 タイムとする。自他の意見を関わらせながら発言
は中国の工場に対して厳しすぎるのでは することを奨励する。
ないだろうか。 【関心・意欲・態度】
・「Ｂ」の厳しい表現が筆者の意図の表れ 他グループの発表を参考にして，各記事の特徴
だということには気づかなかった。 と効果を比べようとしている。（シート・発表）
・「Ａ」がいいと思っていたが，広い視野
でこの事件を捉えている「Ｃ」もいいと
思った。

ま ３ 自分の考えを整理する。 ○発表時の短冊やメモをもとに，各記事につき２点
と ３つの記事の特徴と効果をまとめ，自分 を特徴として選択することで，まとめの表を作成

が編集長ならどの記事を社説として採用す しやすくする。
め るか，根拠をもって再考する。 【読むこと】

記事の特徴やその効果について評価している。
振 ４ 本時の学習を振り返る。 （シート）
り 記事の特徴や効果を比較する活動を通して
返 感じたことを書く。
り
○社説は，それぞれの新聞社の主張が表れており，主張によって，取り上げる事柄や取り上げ方，語句や

表現が違ってくることを押さえる。また，社説の違いに明らかなように，考え方や主張はそれぞれ違うこと
を理解し，自分の意見をもつことが大事であることを押さえる。

段階


